
歴史・文化セミナーのご案内
近畿文化会企画・歴史街道倶楽部協力

0120-106-718近鉄文化サロン

阿倍野まで

掲載講座
専用

フリーダイヤル
※携帯・ＰＨＳ等、一部の電話からはご利用いただけません。

［その他のお問合せ・お申込みは］電 話（06）6625-1771
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（土）

【講 師】

【時 間】

【受 講 料】

.
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（土）

※各講座とも、当日の教室での受付は講座開始の３０分前からです。※価格は、消費税を含んだ金額を表示しています。また、割引の併用はできません。

※２０２６年１月の歴史・文化セミナーは、休講いたします。

２０２５年１０月～１２月

文化会会員様のお申込み・お問合せは

（06）6775-3686TEL近畿文化会事務局

文化会会員様のお申込み・お問合せは

（06）6775-3686

お寄せいただいた個人情報は、申込者へ

の連絡、発送、集計のみに使用し、それ

以外の利用はいたしません。

（０６）６６２５－１７７１
〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階
〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00）

※9：45～10：00までにご入館の方は東入口をご利用ください。

※休業日：10/29(水)～10/31(金)、11/29(土)・11/30(日)は、
受付業務を休ませていただきます。

[受講のお申込みは]

●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ

ください。

●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。

※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録ができ、1回につき

会員価格からさらに500円割引でご受講いただけます。

●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。

※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただくこと

もございます。

WEBでご予約から入金までできるようになりました
お問合せ・お申込みは 「近鉄文化サロン阿倍野」
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近畿文化会会員様・歴史街道倶楽部会員様は、
会員カードご提示で会員価格にて承ります。

※お申込み受付中。 WEBからのお申込みがお得です。

＜WEB＞でのご入金

・・・1回のお申込みにつき500円割引

＜店頭＞10月27日 (月) までのご入金

・・・300円割引

＜WEB＞でのご入金
・・・1回のお申込みにつき500円割引

＜店頭＞9月29日 (月) までのご入金

・・・300円割引

龍谷大学
教授 神田 雅章

13：30〜15：00

会員2,200円、一般2,750円

【講 師】

【時 間】

【受 講 料】

正倉院展の歴史と今年の見どころ

【講 師】

【時 間】

【受 講 料】

大阪歴史博物館
館長 大澤 研一

13：30〜15：00

会員2,200円、一般2,750円

＜WEB＞でのご入金
・・・1回のお申込みにつき500円割引

＜店頭＞12月1日 (月) までのご入金

・・・300円割引

「正倉院展」は、終戦の翌年､昭和21年（1946）に第1回が開催され､
今秋第77回となる。その間､3回の東京開催があり､これを加えると今回
は都合80回目である。戦後80年の今年、まさに「正倉院展」は戦後の
わが国にあって、今日まで連綿と続けられてきた稀有な展覧会でもある。
今回の講座では、終戦をはさんで「正倉院展」が開催されるに至った
事情にも言及したうえ、本年度の「正倉院展」の出陳品と見どころに
ついてお話ししたい。

和歌山県立博物館
館長 関根 俊一

13：30〜15：00

会員2,200円、一般2,750円

「捨身(しゃしん)」とは、主に救済や求法のために自分の身を捨てる
ことをいいます。法隆寺の玉虫厨子に「捨身飼虎(しゃしんしこ)」､
「施身聞偈(せしんもんげ)」という二つの捨身の物語が描かれている
ことはよく知られています。また、榮山寺の近くにある宇智川磨崖碑
は、「施身聞偈」を主題として河岸に経文と仏像を刻んだ奈良時代の
稀有な仏教遺跡です。これら「捨身の美術」に光を当て､その精神世界
に迫ります。

捨身の美術
－玉虫厨子と宇智川磨崖碑を中心に－

橋を愉しむ －景観と歴史のなかで－

大阪にはかつてたくさんの堀川が流れ、そこに架けられていた橋と
あわせて水都の景観がつくりだされるとともに人びとの憩の場所に
なっていました。現在大阪市内には約800もの個性豊かな橋があって
わたしたちの目を楽しませてくれますが、今回は景観や歴史・構造で
注目されてきた橋を大阪のみならず全国にも目を広げてピックアップし､
ご紹介します。多彩な姿や歴史をもつ橋を通じてまちの魅力を再発見
していただければと思います。


